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【本資料の目的】
皆様に弊社の研修メニューや支援にあたっての考え方を理解し
ていただくことです。

【皆様のお悩みと解決策】
皆様の経営、人材上のお悩みは何ですか?
お悩みとそれに対する解決案を提示しています。
解決策別ごとに、ページを構成しています。

（７）各種ハラス
メント研修

（８） 組織活性化
研修

（９）問題解決研修

適切な人材
がいない、
育っていな

い

社内に元気
がない。特
にミドル・
シニア層が
問題

社員が早期
退職、採用
が困難

イノベー
ションが生
まれない

デジタルに
ついての社
員の平均知
識レベルが
低い

失敗を恐れ
て新しいこ
とに挑戦し
ない

社長以外の
経営陣の成
長が不十分

職場の人間
関係がうま
くいかない

問題を見な
かったこと
にしたり、
先送りして
いる

よくあるお悩み

（１）人事評価・
アセスメント研修

（６）コーチング
研修

（２）新規事業開発、
各種イノベー
ション研修

（３）デジタル・DX
業務改善研修

（４）ミドル・シニ
ア向けキャリア形成
研修

（５）クリティカル
シンキング研修

解決策



TL研修の考え方

１－１

「人的資本経営の専門企業」TLの３つの強みとその理由

（１）目的
弊社の研修は、ビジネスパーソンが成⾧のきっか
けを掴み、自立的に主体的に動く人材になるよう
促すことを企図しています。

（２）考え方
ビジネスパーソンの成⾧については、結局のとこ
ろ、自分自身が気づいて、自ら行動を変革しても
らうしかありません
そうなると、まずは役割や仕事の意味づけ、自分
の各能力のレベルを正しく理解できる能力、他人
から学ぶ姿勢・行動する勇気、他人に協力しても
らうコミュニケーション（対人能力）、参照でき
る評価軸・視点を理解できること、課題を企画し
実践していくことが求められます。
一朝一夕で身につくものではないので、実行→振
り返りを繰り返す研修後のフォローが重要なので
す。
また、研修もできる限りケーススタディなどによ
り実践的に行うこと、ほぼ現場に近い環境でセッ
トすることで、一層成⾧するようになります。

弊社支援の特徴基本的な考え方
■経営改革・イノベーションを最大限重視
弊社研修の目的は企業経営の改善・向上・イノベー
ションにつなげること、及び人材育成が全てです。

■組織と人を成⾧させる現場型コンサルタント集団
私共は、人の成⾧のスイッチを入れ、モチベーショ
ン・成⾧意欲を刺激する、伴走型コーチ集団です。
あらゆる業務、会社に通暁しているコンサルタン
ト・カウンセラー及び、各種ネットワークを駆使し
て組織と人の成⾧に伴走します。研修設計において
は、各企業、現場の実情に合わせたカスタマイズ、
または完全オーダーメードが可能です。

■科学的な知見・多様な経験が裏付けるメソッド
現場のノウハウの背景にあるのが、幅広い分野・業
種・業務における経験と科学的な知見です。経験の
中には失敗からの学びも多く含まれますが、失敗し
たままには終わらせず、客観的かつナレッジマネジ
メントに昇華・体系化されています。
私共のメンバーは、人間心理、マネジメント、DX、
社会心理学など科学的知見を、実際の業務の現場で
実践してきたことに特⾧があります。

それが「強み」である理由

・経営戦略・経営判断
・企業の財務分析
・MBAの実践的知見

具体的な知見

・大手～ベンチャーなどでの様々な経
営・実務経験で培った知見やスキルを
企業経営の経営、現場で活用する方法
を熟知しています。
・経営者に伴走し経営の厳しさ、成功と
失敗を共に体感してきました。

TLの強み

経営人材の
育成、人的
資本の専門
家

・クリティカルシンキ
ング
・ロジカルシンキング
やクリエイティブシン
キングの実践

・多様な思考により、企画、執筆や提言
を行い、実践してきました。
・大手企業、中小企業、コンサル、ベン
チャー、スポーツ団体、メディア、行
政、社会起業など多様な職場で磨いた
視点の広さ・深さは稀有なものです。

多様で柔軟
な思考ガイ
ド

・業務改革・業務改善
支援プログラム
・新規事業開発、各種
イノベーション支援

・企業、行政機関にてコンサルで業務改
革・業務改善支援でたくさんの実績を
あげてきました。
・（失敗に近いものもありましたが）
様々な新規事業を立ち上げ・実践・成
果創出など経験してきました。

業務改革・
改善・イノ
ベーション



TLのコンサルティングとその特徴

１－２

TLは科学的なデータ分析をもとに、
仮説検証を踏まえたコンサルティン
グをもとにした企画開発を行います。

TLは個人と会社の距離をコーチン
グによってつないで融和していき
ます。

なかなか幹
部人材が
育たない

経営について
の実地経験
乏しい

なぜ？

中途採用、社外
との交流の機会
が乏しい

社内人材の
多様性が不十分

上の世代がつっ
かえていて、
なかなか仕事
を任せてもらえ
ない

社内に勉強、
成長に関する
雰囲気がない

旧来型の階層別
研修が主流

同タイプの採用

旧来型の硬直
的
な人事制度

会社を背負う
意識が低い

経営に関する
知識が不足

特徴その３：分析 特徴その４：伴走・コーチング

特徴その１：デジタル問題解決 特徴その２：イノベーション

TLは破壊的イノベーションを促す
コンサルティングや人材育成を強
みにしています。事業や組織・人
材のイノベーションを進めます。

デジタル技術やテ
クノロジーをもと
に、問題解決・創
造力を育成します。

戦略人事、人的資本、DX、イノベ―ション・・・色々なトピックが飛び交っている中、 経
営部門、人事部門の皆様も変革へのプレッシャー、危機感を感じていることでしょう。そ
うした中、人的資本をいかに活用し社内の変革、再生（ターンアラウンド）を進めて行く
かが求められています。
・現状維持/停滞から成⾧へ（経営戦略におけるターンアラウンド）
・制度疲労を起こしている旧いHRから経営戦略/戦略人事を実現するためのHRへ（HRの
ターンアラウンド）
・DX、イノベーション意識の醸成、イノベーション人材の育成（事業開発のターンアラウ
ンド）
・企業と社員の協働による社員のキャリア形成によるウエルビーイング達成（社員と会社
間のターンアラウンド）

我々はこうしたミッションを達成するための、イノベーション＆コンサルティングの専門
家集団です。企業における喫緊かつ特に難易度の高い経営課題に対するオーダーメイドの
サービスを皆様に寄り添い実行していきます。 経営層や人事が変わる勇気を持ち、行動す
れば経営も変わっていく、そうした人の可能性を信じて、 日本企業とビジネスパーソンの
ターンアラウンド（変革、再生）への貢献をしていくことが ターンアラウンド研究所の使
命と考えています。

＊小寺は
執筆者



TLの人材育成（対象別研修）プログラム
全体マッピング

１－３

年次・階層別位置づけ別

自分を知る キャリアを
知る

能力を知る 仕事を知る

診
断

キ
ャ
リ
ア
関
係

他社:キャリア
デザイン

OJT

業務内容を
理解する

経営状況
を理解する

ルール・
不文律を理
解する

役割を
理解する

財務
分析
研修経営幹部研修

他社:各種経営
分析研修

OJT

必要なスキル
を身に着ける

深く
思考する

状況を理解し、
自分の意見を
言語化する

業務を
改善する

コミュニケー
ション・プレ
ゼンテーショ
ン研修

DX/業務
改善研修

クリティカル
シンキング
研修

DX／業務
改善研修

他社:各種スキ
ル研修

他社:各種デザ
イン思考研修

研修/講演 コンサルティン
グ/個人面談

企業分析を活用し
た採用サポート
（自社の現状の客
観的プレゼン）

キャリアカウンセ
リング

経営人材育成セッ
ション（「経営改
革」を担うサムラ
イの発見、育成）

DX・業務改善コ
ンサルティング

内定者リテンショ
ン（希望とチャレ
ンジの心で入社日
を迎えるために）

各種スキル研修
（ファイナンス、
財務分析、経営基
礎、経営分析、プ
レゼンテーション
＊、クリティカル
シンキング、人事
評価、新規事業企
画、データ分
析・・・・）

イノベーション意
識醸成研修（失敗
するのが当然な中
で失敗を体感）

SDGs意識の社員
への浸透/定着
（会社に誇りを
持って働くのが
SDGs）

若
手

中
堅

幹
部

経営アドバイス

経営幹部研修（戦
略、経営判断、先
端デジタル技術実
践など）

採
用
前

中高年・シニア社
員の再戦力化（人
生100年時代のリ
フレッシュ）、カ
ウンセリング

技術経営研修＊

（１）目的別（個人キャリア）

（２）目的別（階層別）

（３）目的別（スキル）



人事評価・アセスメント研修

２－１:人的資本経営と戦略人事

支援の進め方と役割分担

【目的】
公平公正な評価と処遇で組織が経営目標を達成で
きる
社員の人材育成、組織の能率・生産性向上

【期待成果】
① 社員が育つ、経営成果を創出できる
② 社員が業績目標を達成できる
③ 評価を通して自分の能力や業績・目標を改め
て考えることによって、成⾧意欲が増す

支援の特徴目的と期待成果
■リアルな人事のケーススタディで社員の人事評
価への理解度が高まる
研修の題材を踏まえてワークショップ形式で深く
対話・思考ができます。

■イノベーション人材、企画開発人材
イノベーション人材や企画開発人材の新規事業開
発の活動を評価する難しさを耳にします。従来事
業との兼ね合いもあり、なかなか企画開発業務人
材の「評価」が正しく機能していないとも聞きま
す。従来の人事評価との整合性をとりつつ、正し
く評価する企画開発・制度設計を行えます。

■指標・目標設定の専門家が考え方をガイド
指標・KPI・OKR設定や目標などの専門家が業務
特性にあった作り方をガイドし、設定を通じて業
務内容やレベル感を社員が思考できるようになり
ます。

■アセスメント
一面的なインバスケット演習ではない、独自の
ロールプレーやケーススタディを企業それぞれの
階層・階級にあったプログラムをカスタマイズで
きます。

手法
（１）人事評価
・目標設定研修
・評価者研修
・被評価者研修
・面談・コーチング研修

（２）人事アセスメント
・人材アセスメント研修
・フィードバック

「行動」を
起こしてみ
る

フォローア
ップ研修準備

・基本設計
・詳細設計
・準備

各課
（所属）

TLの
役割

制度・運用
改善

• 研修効果
測定

• 研修アン
ケート分
析

• 課題提示

企画企画

• 目的と方
向性の議
論と確認

• 人事評価
資料の確
認

• 人事評価
運用診断

• 人的資本
診断

・研修実施

• 課題解決
案の企画
とプレ実
施

• 経営戦略
や人材育
成方針へ
の反映

• 研修実施



新規事業開発、各種イノベーション研修

２－２:組織の未来を拓くイノベーション

支援の進め方と役割分担

【目的】
社員が新規事業や破壊的イノベーションの方法を
取得し、導出できる

【期待成果】
① 新規事業で経営成果を創出できる
② 破壊的イノベーションで社員が新たな収益源
が見込める

③ 活動を通して新規事業への挑戦意欲、成⾧意
欲が増す

支援の特徴目的と期待成果
■破壊的イノベーションを起こそうというモチ
ベーションが高まる
弊社メソッドでイノベーション創発につなげま
す。

■破壊的イノベーションの肝
破壊的イノベーションとは何か、事例をもとに
考え、挑戦するにあたっての姿勢、戦略を体験
できます。

■イノベーションマインド育成ノウハウ
破壊的イノベーションまではいかなくとも、現
場の知恵を活かした創意工夫（創造的イノベー
ション）を不断に起こしていくイノベーション
マインドの全社的醸成のための仕組み作りを研
修を活用して構築します。

■「実行」を適切にガイド
研修、社内コンペティションなど、社員、職場
が主体的にイノベーションに取組み、実行性を
高めるためのフォローに伴走します。

■イノベーションを起こせる人材育成
支援のプロセスを通して、継続的にイノベー
ション人材を育成する仕組み作りも実施します。

手法
（１）新規事業開発
・各種アイデア創出
・創造性発揮

（２）イノベーション
・破壊的イノベーション創発
・破壊的イノベーション企画
・業務イノベーション
（創造的イノベーション、成果向上、業務改革）

研修 フォロー
アップ研修準備

・基本設計
・詳細設計
・準備

各課
（所属）

TLの
役割

実施支援

• 研修効果
測定

• 研修アン
ケート分
析

• 課題提示

企画企画

• 目的と方
向性の議
論と確認

• これまで
の事業開
発の確認

• イノベー
ション診
断

・研修実
施

• 企画とプ
レ実施

• 事業化支
援

• 研修実施



デジタル・DX業務改善研修

２－３:デジタルの力でイノベーション

支援の進め方と役割分担

【目的】
社員がデジタルを活用できるようになる。DX
（デジタルによる業務、経営の改革）を推進でき
る

【期待成果】
① デジタル化が進む
② 業務成果や効率が格段に進む
③ デジタルを活用した新規ビジネスが開発でき
る

支援の特徴目的と期待成果
■デジタル企業の最先端を理解
GAFAMなどのデジタル企業や先端技術の動向、
活用方法を理解し、デジタル化の導入・応用の
全体像が理解できます。

■DXによるイノベーション
様々なデジタル技術を理解でき、業務のデジタ
ル化、サービス自体のデジタル化を企画し、実
行できるようになります。

■データ分析にもとづく業務
SNS、マーケティングなど「データ分析」に基
づいた業務理解、分析、企画などが身につくよ
うになります。社内でも、データに基づいた議
論や企画が進むようになります。

■DXの進捗による科学的経営への進化
DXの進捗によって、データ分析など客観的な
経営判断の文化が根付き、時代を先取りする商
品・サービス開発、経営戦略の実行に繋がりま
す。

手法
（１）デジタル化
・業務分析
・業務フロー分析
・デジタル化可能性分析
・デジタル技術応用

（２）DX
・サービス・業務プロセス、経営のDX
・デジタルビジネスの基本
・デジタルサービスの企画

研修 フォロー
アップ研修準備

・基本設計
・詳細設計
・準備

各課
（所属）

TLの
役割

実施支援

• 研修効果
測定

• 研修アン
ケート分
析

• 課題提示

企画企画

• 目的と方
向性の議
論と確認

• これまで
の事業開
発の確認

• イノベー
ション診
断

・研修実
施

• 企画とプ
レ実施

• 業務改善
支援

• 事業化支
援

• 研修実施



ミドル・シニア向けキャリア形成研修

２－４:人生100年時代のキャリアを開拓する

支援の進め方と役割分担

【目的】
ミドル・シニア社員のキャリア形成を支援し、ミド
ル・シニア社員の活性化、そして職場の活性化を実
現する

【期待成果】
① ミドル・シニア社員の将来にわたるキャリア形
成の第一歩をスタートさせることが出来る

② 将来を考えることによって、現在の業務への取
組み方にも真剣さが加わる

＊キャリア形成の方法
・準備
全体説明

・ステップ１
キャリア棚卸シートに記入

・ステップ２
カウンセリング

・ステップ３
「行動」を起こしてみる。

・ステップ４
フォローアップカウンセリング

・ステップ５
キャリア計画表に「キャリアストーリー」を
自分で作成

支援の特徴目的と期待成果
■自分のキャリアに対する当事者意識が強まる
シートへの記入、カウンセリングなど、座学で
は
ない実際の作業、体験を行います。

■経験豊かなカウンセラー
あらゆる業務、会社に通暁しているカウンセ
ラー、転職経験豊富な多様なカウンセラーによ
るカウンセリングを行います。

■キャリア経験、転職経験によるプロセス設計
転職、再就職経験者による全体プロセスの設計
であるため、社員自らが自身を真に向合い見つ
める
ことが出来る仕立てとなっています。

■リアリティを感じられる「行動」勧奨
頭で考えるだけではなく、身近な範囲で行動を
起こすことを勧奨します。行動を実際に起こす
ことによって意識が飛躍的に高まり、自分の
キャリア形成に自信が出来てきます。

「行動」
を起こし
てみる

フォロー
アップの
カウンセ
リング

カウンセ
リング

・カウンセ
リングに
よって、
客観的な
目で自分
のキャリ
アを再構
成しても
らう
・起こす行
動を決定

各課
（所属）

TLの
役割

キャリア
計画表を
作成

・希望者に
は社内で
の今後の
キャリア
形成につ
いて相談

• キャリア
形成への
意識・自
信を持っ
てもらう

キャリア
棚卸
シートの
記入

• 過去の
キャリア
を振返り、
スキル、
経験、志
向などに
ついての
イメージ
を膨らま
せる（タ
ネの収
集）

・実施目
的、プロ
セスにつ
いて説明



クリティカル・シンキング研修

２－５:多面的な立場が個人の成⾧を促す

支援の進め方と役割分担

【目的】
社員が多様な立場で、思考できるようになる

【期待成果】
① 自分の価値観、利害、思考タイプを踏まえ、自
分自身を徹底的に俯瞰できる、客観視できるよ
うになる

② 多面的に思考できるようになる。
③ 既存の概念を疑えるようになり、新たな発想が
創出できる

支援の特徴目的と期待成果
■業務の質を向上させる
クリティカルシンキングによって職場の思考
を深めることがどれだけ仕事の質を向上させ、
仕事のレベルを上げるのかをイメージしても
らい、職場でのクリティカルシンキングの伝
道師に成⾧します。

■リアルな業務場面で学べる
様々な業務場面での理解、判断、資料作成、
調査分析、データの解釈、相手の説得・コ
ミュニケーション、議論・対話、提案、業務
改善などでの様々な場面での必要性を実感し
てもらいます。

手法
・テーマ→思考→相互意見発表→対話→レビュー
といった流れで、１つのテーマを奥深く「考え」
「疑い」「気づく」というプログラム
・会社の常識に問らわれない、他人の意見も疑い、
自分自身すら正しいのかを問い続ける、多様な視
点での思考方法、特に当たり前の常識を疑い、検
証できるメソッド
・具体的かつ現実に起こった業務や場面を再現し
た形で提示して、小説風ケーススタディ

研修 フォロー
アップ研修準備

・基本設計
・詳細設計
・準備

各課
（所属）

TLの
役割

実施支援

• 研修効果
測定

• 研修アン
ケート分
析

• 課題提示

企画企画

• 目的と方
向性の議
論と確認

• 業務にお
けるある
ある確認

・研修実
施

• 企画とプ
レ実施

• 業務改善
支援

• 研修実施



コーチング研修

２－６:組織や個人に気づきを与える

支援の特徴目的と期待成果
■潜水コーチング
弊社の潜水コーチングメソッドで社員が見える
世界を徹底ヒアリングし、共有します。

■1on1ミーティング
思考のヒントを与える、気づきを与える
「1on1ミーティング」を実行し、着実な経営
幹部としての成⾧を促します。

支援の進め方と役割分担
「行動」
を起こし
てみる

フォロー
アップの
カウンセ
リング

カウンセ
リング

・カウンセ
リングに
よって、
客観的な
目で自分
のキャリ
アを再構
成しても
らう
・起こす行
動を決定

各課
（所属）

TLの
役割

キャリア
計画表を
作成

・希望者に
は今後の
キャリア
形成につ
いて相談

• キャリア
形成への
意識・自
信を持っ
てもらう

キャリア
棚卸
シートの
記入

• 過去の
キャリア
を振返り、
スキル、
経験、志
向などに
ついての
イメージ
を膨らま
せる（タ
ネ収集）

・実施目
的、プロ
セスにつ
いて説明

【目的】
経営者・経営幹部・幹部候補の自己変革を支援

【期待成果】
① キャリアや自分の役割や責任を見直してもらう
ことによって、今後の役割を見出せる

② 自分自身を見つめ、客観化し、俯瞰できる視点
を獲得できる

③ 直面する悩みの問題解決や成⾧意欲を促進する

手法

（１）コーチング
・自分を見つめるための寄り添うコーチング
・リーダーシップコーチング
（２）各種診断
・性格分析
・行動分析
・声診断
・人事評価結果から見る能力・業績評価分析



各種ハラスメント研修

２－７:組織や個人の病を治癒する

支援の進め方と役割分担

【目的】
ハラスメントについての基準など基本ルールを理
解できるようになり、実際のリアルな事象や場面
において柔軟にふるまえる・対応できる

【期待成果】
① 各種ハラスメントへの対処方法を理解できる。
② 注意するポイントや行動が変容し、普段の生
活でハラスメントリスクを減少させられる

③ 職場内のコミュニケーションや部下指導など
行動変容する

支援の特徴目的と期待成果
■ケーススタディでの実践力が高まる
被害者の視点を体感でき、ロジックや感情など
相手理解、自分理解が深まります。

■単なる対処ではない、本当の問題解決に
事実に基づいたリアリティにあふれるケースス
タディ、状況に応じた心理学や科学的にもとづ
くロールプレーで「考える力」「判断力」を高
め、問題解決や問題の未然防止が可能になりま
す。

■課⾧の部下指導・マネジメント力の向上
相手や状況理解ができるようになり、コミュニ
ケーション能力や指導能力が向上します。

ハラスメ
ント研修
・WS

研修・
WSフォ
ローアッ
プ

ハラスメ
ント診断

・ヒアリン
グ
・データや
資料分析
・ハラスメ
ント診断
（組織行
動、法
律）

組織
（所
属）

TLの
役割

・基本技術
取得
・実践学習
・ケースス
タディ

・研修・
WS企
画

・実施
・研修講義、
ガイド、
講評

・効果測定

・行動変容
度合確認

コーチン
グ

・改善案の
実施計画
を作成

・相談・ア
ドバイス
・コーチン
グ
・困難事例
の場合は
精神科
医・心理
カウンセ
ラーなど
紹介

• 行動変容
シートの
実施状況
の確認

• アドバイ
ス

診断
（仕組み
と運用の
確認）

• 目的・ス
ケジュー
ル・運用
状況の確
認と助言

• 支援内容
と見積の
作成・説
明

主な支援メンバー

人材育成・幹部の部下指導の
専門家。企業の組織内コンプ
ライアンスやハラスメントト
ラブル対応や問題解決に従事。

ハラスメントの実際の現場経
験から、法律面での適切なア
ドバイスが可能。

ハラスメントの専門家。様々
な被害者の立場を経験・相談
対応をしてきた。ジェンダー
ベイスト・バイオレンス
（GBV）専門支援員＊

心理カウンセリング、ハラス
メントの専門家。個人の行動
変容、人間関係上の問題解決
を成し遂げてきた。

小寺昇二:コンサルタン
ト（講師、コーチ、アド

バイザー）

水田公章:弁護士
（診断、講師、コーチ、

アドバイザー）

隠樹圭子:コンサルタン
ト（講師、コーチ、アド

バイザー）

中島由美子:コンサルタ
ント（講師、コーチ、
アドバイザー）



人間関係マネジメント研修～職場風土改革

２－８:現場・組織風土を変える

手法目的と期待成果
・現状分析（ヒアリング、データ分析）
・幹部マネジメント研修・ワークショップ
・チームビルディング研修
・特定社員のサポート
・組織サポート（人事制度、人事評価制度）コンサ
ルティング
・幹部会議支援
・現場潜入コンサルティング

様々なタイプの研修スタイル

支援の特徴
■弊社開発「人間関係コンサルティング」
組織の問題、人の問題、制度の問題など現
状をしっかり分析したうえで処方箋を企画
します。状況に合わせた形で寄り添いなが
ら、社員の自発性や主体性を促して問題解
決を図ります。

■仕事のモチベーション、エンゲージメン
ト向上
モチベーションやコミュニケーションなど
人間関係の専門家によるナレッジとノウハ
ウを総結集し、社員の組織風土改革を実現
します。

チームビ
ルディン
グ

特定社
員のサ
ポート

組織の
サポート

人的資
本経営

幹部マ
ネジメン
ト

現状分
析

目
的

課題や方向
性の整理

組織の問題
解決

特定の人の
問題解決

チームの結
束力を強め、
コミュニ
ケーション
を活性化す
る

・管理職の
マネジメント
を学ぶ

・組織の問
題理解

・人間関係
の可視化
・現状診断

内
容

・幹部にお
いて組織の
現状と要因
を踏まえた
施策検討、
実施

・組織マネ
ジメント改
善プロジェ
クト
・人事制度、
人事評価の
運用改善

・人事によ
る介入、多
面的支援

・社員の困
りごとをヒア
リングし、サ
ポート

・チームビ
ルディング
研修

・チームに
よる問題解
決研修

・組織マネ
ジメント基
礎研修

・心理的安
全性研修

・ハラスメン
ト基礎研修

・エンゲー
ジメントなど
の調査

・ストレス
チェックの
分析
・潜入調査

・データ分
析
・原因分析

【目的】
職場の人間関係が改善する

【期待成果】
① 退職や職場でのトラブルが減少する
② 職場内のコミュニケーションや部下指導など
行動変容する



問題解決研修～真剣に向き合う実践の場

２－９:職場の問題解決

支援の特徴目的と期待成果
■実践を重視、結果を残す
問題を直視して、向き合う、全面的にサポー
トすることで一緒になって取り組みます。経
営幹部から社内リソースや知見を引き出す、
内部調整・交渉、専門家の紹介などあらゆる
支援を行い、確実な結果を残します。

■本音を引き出す寄り添い支援
親身に寄り添うことで、悩みやモヤモヤを引
き出し、本音を引き出し、人間関係を改善し
つつ、協力体制を構築し、問題解決に向けた
モチベーションを最大限に高めます。

■社内を変える工夫
時には経営者や幹部にも協力してもらうため
の仕掛け、交渉なども支援します。

■結果として社員の成⾧に多大な貢献
多くの人を巻き込み、ネットワークを作って
いく、そうしたプロジェクトを進めてもらい、
真剣に挑戦することで結果として社員は大き
く成⾧します。その学びを共有する仕掛けを
企画し、内部のナレッジマネジメントになる
ように支援します。

支援の進め方と役割分担

【目的】
職場が抱えている問題が解決する、解決に向けて
何をすべきかがわかる

【期待成果】
① 社員の問題解決のスキルや解決手段が企画で
きる

② 問題解決に向けた職場内の合意が取れ、自主
的な取り組みが進められる

手法
（１）問題の把握と徹底分析

①「モヤモヤ」の明確化・具体化
②多面的なぜなぜ分析
③データ分析による問題状況診断

（２）問題解決方法の企画、デザイン思考
（３）問題解決方法の企画
（４）問題解決寄り添いアドバイス
（５）問題解決の全面支援
（６）問題解決の外部機関協力先紹介
（７）ナレッジマネジメント

実践 発表研修・WS
実施

・方法や技
術提示
・WS・コー
チングで
の学習や
企画支援
・個別相談

社員

TLの
役割

• 各種支援
• 問題解決サポート・寄り添い
• 相談・コーチング

現状診断

• ヒアリン
グ

• 現状診断
• データ分
析

• 研修企画

・問題の把
握、分析
・問題解決
の企画

・実践
・相談

・成果
のまと
め
・問題
提起

確認

・振り
返り
・改善
議論

実践

・実践
・相談



【共同経営者・統括主席研究員・コンサルタント】
小寺 昇二

□経歴
・1979年東京大学経済学部卒業後、第一生命（アナリスト、ファンドマネジャー、商品開
発、営業開発など）
・2000年最初の転職後、計9回の転職の過程で、大小ベンチャー、日米英企業、千葉ロッ
テマリーンズ、JTB、データビジネス企業、大学など様々な形態の企業で経営を中心に会社
内のほとんど全ての業務種類を実務家として経験、ミッションを達成してきた。
その間、どの団体・企業においても常に「経営改革」「新事業開発」「人材育成」に従事。

M&Aの当事者（買収、被買収、売却）の経験多数。

□コンサルティング
【専門】経営戦略、経営改善、キャリア形成、事業開発、財務・総務マネジメント、企業分
析・投資判断
【業界】小売り/サービス業界、IT業界、金融業界、教育業界
【技術】経営診断、新規事業企画、業務分析、企業分析/財務分析、経済予測、キャリア
コーチング、経営者コーチング、人材登用など
【その他】スポーツビジネス、ITビジネスに関する著書多数、最近では「徹底研究！！
GAFA」本の著者の1人、世界のテック企業やDX動向に通暁。深谷市「アグリテック集積
都市宣言」サポート、サッカーはじめとする各種スポーツ団体・社会団体のアドバイス・サ
ポート

金城大学教授、元埼玉工業元大学教授、元（一社）横河武蔵野スポーツクラブディレクター
日本証券アナリスト協会検定会員、国際公認投資アナリスト

【代表取締役社長・コンサルタント】西村 健

□経歴
・アクセンチュア株式会社：民間企業の業務改革支援、システム・インテグレーション
・株式会社日本能率協会コンサルティング（JMAC）：経営戦略、事業評価、新規事業企
画、業務改善、人事評価導入・運用支援など
・フリーランス：データ分析、新規事業企画・実施、業務改善、研修講師、メディアリ
サーチ、起業支援など

□コンサルティング
【専門】問題解決、イノベーション、人事評価、企画開発
【業界】ヘルスケア業界、IT業界、行政機関
【技術】データ分析、各種診断、能力評価設計、 KPI設定、目標設定、クリティカル・シ
ンキングなど
【その他】愛知県小牧市地方創生アドバイザーなど社会活動や執筆活動も。

一般社団法人日本経営協会 講師・コンサルタント
NPO法人 日本公共利益研究所（JIPII）代表・主席研究員
ランドブレイン株式会社 客員招聘研究員

ご挨拶
本プログラムを手にとって、お読みいただき、どうもありがとうござい
ました。「日本経済をターンアラウンド！」という旗印を掲げ、皆様の
問題解決や成長のお役に立つことを約束いたします。お気軽にご用命く
ださい。

＊詳しい内容は連載や各種メディアでの記事をご参考にしてください。
【HRプロ】「VUCA時代の人材・経営戦略論」
https://www.hrpro.co.jp/column_list.php?series_id=181



【コンサルタント】中島 由美子

□経歴
20年以上にわたり、人の声と心理との関係について探求しながら、司会、MC、ナ
レーションなど、声を活かした仕事やカウンセラーの仕事に携わってきた。その間１
万人以上をカウンセリングした体験の中から、メンタルケア、コミュニケーションス
キルに有効なツールとして、声の周波数を分析する声診断ソフトとの関連性を発見。
それをもとに『音声心理学』を確立。
現在は学校、企業、自治体などで、声の周波数波形を「心のレントゲン」と位置づけ、
声の波形をツールとして用いた、メンタルケア、ストレスマネジメント、コミュニ
ケーショントレーニング、話し方、自己表現トレーニング、キャリアデザインなどの
講師を務める。著作に「声分析による才能の見つけ方伸ばし方」（彩雲出版）など多
数、メディアで活躍。

□コンサルティング
【専門】各種カウンセリング、アドバイス
【技術】傾聴、キャリアカウンセリング
【その他】一般社団法人日本声診断協会 代表理事

【コンサルタント】宮﨑 洋

□経歴
1955年生まれ。中野区出身。1981年東京大学工学部産業機械工学科卒業。
1983年東京大学工学部工学系研究科修士課程修了。同年三菱総合研究所入社。
1989年LEHIGH大学経済・経営大学院修士課程修了(MBA取得)。2005年同志
社大学ワールドワイドビジネス研究センター共同研究員。

三菱総合研究所で企業の経営戦略、技術戦略、人材戦略、市場戦略などのプロ
ジェクトに従事。三菱総合研究所経営コンサルティング本部副本部長参与などを
務める。著書に「技術ブランド戦略 コアテクノロジーの分析・選択・展開・管
理」（日本経済新聞出版）など。2011年から埼玉工業大学人間社会学部教授、
現在、埼玉工業大学非常勤講師。2020年から株式会社ターンアラウンド研究所
に参画。

□コンサルティング
【専門】工学修士：機械工学、経営学修士：MBA
【業界】製造業など
【技術】経営分析、技術戦略、MOTなど
【その他】ペルソナ＆カスタマ・エクスペリエンス学会理事、日本機械学会

【コンサルタント】宮川 正

□経歴
慶應義塾大学卒業。日本IBMなどをはじめ、グローバル企業で活躍してきた。営
業、マーケティング、IT、人事など様々なキャリアを持つ。生命保険事務サービ
ス会社取締役、ITスタートアップのCMOなどを歴任。第三者認証機関サービス、
IPO準備、上場審査に伴うセキュリティ要件の策定 (Pマーク、ISMS、クライア
ント管理強化)およびコンプライアンスなどを推進。日本IBMでは全プロジェク
トのセキュリティ責任者として、ITセキュリティ、個人情報保護や内部統制対応
などのセキュリティ・プロセス、改善提案をリードし、かつ品質保証評価実施責
任者やビジネスイノベーションを担当。

□コンサルティング
【専門】マーケティング、経営戦略
【業界】IT業界、製造業、ヘルスケアなど
【技術】経営企画、DX、ITセキュリティ、個人情報保護・内部統制、内部監査
【その他】NPO法人日本公共利益研究所（JIPII）主任研究員



【2024年度実績】
大手自動車部品会社子会社、上場企業（情報システム）、
上場企業（メディア）、教育サービス会社、県庁・市役
所などの行政機関、大手海運企業子会社など

【メディア紹介】
人事の専門誌、オリックス、
NECソリューションイノ
ベータなどのオウンドメ
ディアでも執筆記事など。
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